




要約:近年わが国の母子保健水準の高度化と、母子保健事業の充実ぶりは目をみはるものが

ある。とくに、こどもの健診システムの充実は著しく、程々の工夫がなされてきている。

しかし、健診の結果発見される障害児のケア・システムに関しては、障害の多様性と活用

し得る社会資源の地域格差のために、その“みとり"の方策は一様にはゆかない。より効率

あるケアを実施するためには、医療面は勿論のこと、療育面、福祉面のケアを準備するた

めに、それらの連携と包括化をはからなければならない。そこで、本研究班では、本邦で

現在ある社会資源を活用し、実施可能な「障害児のための医療・保健・福祉の連携システ

ム」のモデルを作成することを一つの目標として、班研究を実施してきた。 

本年度は、その一つのモデルシステムを提示し、御批判を受けたいと考え、以下を提示す

ることとした。併せて、その流れの中で生ずる個々の課題について、各班員グループより

各個報告を分担記述した。 


